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Abstract Adult behavior of Luehdorfia japonica Leech (Lepidoptera, Papilionidae) was 
studied by the mark-release-recapture method in the habitat at Toyono-cho, Osaka Prefecture, 
Japan from the middle of April to the beginning of May, 1996. The adults were captured at the 
emergence site in the habitat at the foot of a hill (400 m a. s. 1.) and at the peak (530 m a. s. 1.) 
where territorial males were observed. The number of adults captured and marked was 15 for 
males and 8 for females, and that of recapture was 10 and 4, respectively, during the study period. 
The males had a tendency to move from the emergence site at the foot to the peak of the hill, 
and to remain at the peak for territorial behavior. The virgin females also appeared at the peak 
and mated with a patrolling male at the site. These results may indicate that both males and 
females of the adults move from their emergence site to the peak for the purpose of mating. A 
mated female was recaptured at the other side of the foot 1 km distant from the marked site 8 
days after release. This suggests that the mated females disperse from their emergence site to the 
other site. 


Key words Luehdorfia japonica Leech, mark-release-recapture method, movements, peak of 
hill, mating. 


は じ め に 


X73 a7, Luehdorfia japonica Leech は 本 州 に の み 分 布 する 日 本 特産 の 蝶 で あり , 分 布 や 生態 , BE 
紋 の 変異 , 食 草 な ど に 関し て 多く の デー タ が 集積 され て いる (た と えば, 藤澤 , 1983; 渡辺 , 1996). 
し か し な が ら , 本 種 の 成虫 の 行動 , 特に その 移動 や 分 散 に つい て は 断片 的 な デー タ や 経験 的 な 記述 が 
な され て いる こと が 多く , 具体 的 な デー タ に 基づく 記述 は 少な い . 松本 (1994) は 本 種 の 成虫 に 対す 
る マー キン グ 法 (標識 再 捕獲 法 ) を 用 いて , その 個体 群 の 構造 に つい て 調査 し て お り , 成虫 は 生息 地 
[SIC 1 km 以上 の 距離 を 移動 し て いる こと を 明らか に し た . 


SC, 本 種 の 雄 に は 発生 地 を 離れ た 尾根 筋 や 山頂 部 (ビー ク ) に 集まる 習性 が ある こと は よく 知ら れ 
て いる . し か し , その 行動 の 実態 に つい て は 不明 点 が 多い . 筆者 ら の 一 人 , 夏秋 は 以前 , 大 阪 府 豊能 
豊能 町 の ギフ チョ ウッ 生息 地 に お いて , ピー ク に 集まっ た 本 種 の 成虫 ( 雄 ) に マー キン グ を 行い , € 
の 行動 を 調査 し た . その 結果 , 同一 の 個体 が 同一 の ピー ク に 繰り 返し 現われ る こと を 確認 し , 報告 し 
た (夏秋 , 1987) 今回 は , さら に 詳し く 本 種 の 行動 を 知る た め に , 山麓 部 の 発生 地 と , 成虫 が 集まる 
ピー ク に お いて それ ぞ れ 成虫 を 採集 し て マー キン グ を 行い マー ク さ れ た 個体 が いつ , どこ で 再 捕獲 
され る か を 調査 し た の で 報告 する . 


な お , 今回 の 調査 で は 西田 正 , 木下 民 弥 , 近藤 高明 の 各氏 に 貴重 な 再 捕獲 デー タ を ご 連絡 いた だ いた . 
これ ら の 方 々 に 厚く お 礼 申し 上 げ る . 
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Figs 1-2. The emergence sites of Luehdorfia japonica in the dy site at the foot of a hill 
in northern Osaka Prefecture. 

Fig. 3. The top of a hill in the study site where territorial males of Luehdorfia japonica 
were observed. 

Fig.4. An adult male resting on a dead leaf at the top of a hill in the study site. 


調査 地 の 概要 


調査 を 行っ た の は 大 阪 府 豊能 郡 豊能 町 の ギフ チョ ウ 発 生地 に ある 山 で , 山麓 部 は 標高 約 400m, 山頂 
部 (ピー ク ) は 標高 約 530 m で ある . 山麓 部 に は 一 部 に クリ 畑 が ある が , それ 以外 は コナ ラ ・ ク ヌ ギ を 
中 心 と し た 雑木 林 と ヒノ キ の 植林 地 に な っ て いる . 雑木 林 の 林 床 に は ミヤ コア オイ の 群落 が 所 々 に 認 
め ら れ , 本 種 の 卵 が 見 つか る の で 成虫 の 発生 に 好適 な 環境 と な っ て いる (Fig.1). また , 雑木 林 の 一 
部 が 伐採 され て 明る い 空 間 が で きた 所 が あり , 林 床 部 に ミヤ コア オイ が 多い 場合 は 発生 好適 地 と な っ 
て いる (Fig.2) これ ら の 発生 好適 地 は 山麓 部 に 広く 存在 する わけ で は な く , パッ チ 状 に 散在 し て お 
0, そこ で は 羽化 直後 と 思わ れる 新鮮 な 個体 が 見 られ る こと が 多い . 以後 , この よう な 発生 好適 地 を 
「 発 生地 ] と する . c c COBNHMnBOUER LUCI, 山麓 部 の 林 床 に ショ ウジ ョ ウ バ カマ や スミ レ 類 が 
見 られ る ほか , 雑木 林 の 中 に は ヤマ ザク ラ が 散見 され る . 一 方 , ピー ク は 主 に 植林 され た ヒノ キ で 和 覆 
われ て お り , その 周辺 に 雑木 林 が 見 られ る . ピー ク の 林 床 に は 木漏れ日 の 当たる 日 溜まり が 所 々 に あ 
り , 成虫 が 集まる 場所 に な っ て いる (Figs 3, 4). な お , ピー クタ 付近 の 林 床 に は ミヤ コア オイ や 吸 蜜源 
と な る 花 が まっ た く 見 られ な い . 山 麓 部 の 発生 地 か ら ピ ー ク まで は 直線 距離 に し て 約 400 m CHS. 
Fig. 5 に 調査 地 の 概 略 を 示す . 


調査 方 法 


調査 は 1996 年 4 月 I8 日 か ら $ 月 3 日 の 間 で , 実際 に 調査 者 が 現地 を 訪れ た の は . 4 月 18 20, 21, 22, 
23, 24, 25,28 日 , お よび 3 月 3, 3$ 日 で ある . 天候 は すべ て 晴れ , な いし 晴れ 時 々 曇 で あっ た . 調査 時 
間 は 日 に よっ て 多少 異な る が , お お むね 午前 10 時 頃 か ら 午後 3 時 頃 で あっ た . 
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Fig. 5. The situation of the study place. F: foot of the hill (northern side of the peak). 
Fs: foot of the hill (southern side of the peak). P: peak of the hill. 


方 法 と し て は , ピー ク の 北側 の 山麓 部 の 発生 地 (F) と ピー ク (P) と を 巡回 し な が ら 成 虫 を 捕獲 し , 
その 羽 の 裏面 の 黄色 帯 に 黒色 油性 サイ ン ペ ン に て 識別 マー ク を 書い て その 場 で 放し た . そし て その 場 
Br 時 間 , 性 別 を 記録 し て お いた . 標識 され た 個体 を 再 捕獲 し た 場合 は . その 場所 と 時 間 を 記録 し て 
その 場 で 再び 放し た . また , 成虫 を 発見 し て 静止 個体 に 接近 し て 観察 する こと で 識別 番号 が 確認 で き 
た 場合 に は , ネッ ト に よる 捕獲 を し な く て も 便宜 上 は “ 再 捕獲 "と し て 扱っ た . 


な お , 4 H28H £ 5 H3, 5 日 に は ピー ク の 北側 だ け で な く , 南側 の 山麓 に ある 発生 地 (Fs) も 巡回 し 
た 


i R 


1996 年 4 月 の 前 半 は 気温 が 低く , 当地 で は 4 月 18 日 頃 よ り 発 生 が 始ま っ た よう だ が , 4 H 19 日 に は 
冷た い 雨 が 降り , 20 日 も 気温 が 低く て 成虫 の 姿 を 見 る こと が で き な い 状態 で めった. その た め , 4 月 
18 日 に 標識 し た 雄 の 3 個体 に つい て は その 後 正常 な 活動 が で き な か っ た 可能 性 が ある . し か し , その 
後 は 好 天 に 恵まれ , 4 月 21 日 か ら 29 日 まで 晴天 が 続い た の で , 多く の 成虫 の 活動 が 観察 で きた . S 
回 の 調査 結果 の まとめ を Table 1 に 示す . 合計 23 個体 CHE IS, WES) に マー ク を 入れ る こと が で きた . 
その うち , 14 個体 (E10, MES) は 1 回 以上 の 再 捕獲 が で きた が , 9 個体 (ES, NEA) は 再 捕獲 で き 
な か っ た . 従っ て 再 捕獲 率 は 雄 で 67%, 雌 で 5096, 総合 する と 61%% で あっ た . な お , 標識 し た 個体 
は ほとん ど が 新鮮 な 個体 で あっ た が , 個体 番号 8 に は 標識 し た 時 点 で 若干 の 破損 が あり , 個体 番号 23 
は 著しい 破損 が 認め られ た . 


再 捕獲 され た 個体 を 雄 と 雌 に 分 け て , それ ぞ れ の 行動 に つい て 以下 に まとめ る 


1. 雄 の 再 捕 獲 結 果 


雄 に つい て は 10 個体 の 標識 ・ 再 捕獲 デー タ か ら , その 行動 は 以下 の 4 つの パタ ー ン に 分 ける こと が で 
& 2. 


a. 山麓 で 標識 , 山麓 で 再 捕獲 (個体 番号 : 4, 5, 6, 8, 10) 
これ ら の 個体 の 標識 か ら 再 捕獲 まで の 時 間 は 最短 で 約 3 時 間 , eC ABD 
b. 山麓 で 標識 , ピー ク で 再 捕 獲 (個体 番号 : 8,9) : 
これ ら の 個体 の 山麓 で の 最後 の 捕獲 か ら ピ ー 7 CORE S TONM, いずれ も 1 日 で あっ た . 
c ピー ク で 標識 , ピー ク で 再 捕獲 (個体 番号 : 11,13, 17, 23) 
d ピー ク で 再 捕獲 され , その 後 ピ ー ク で 再々 捕獲 (個体 番号 : 8, 11, 13, 23) 


cd は いずれ も ピー ク で の 占有 行動 を 繰り 返し て いて 捕獲 きれ た 個体 で ある が , 8,13 の 個体 は その 当 
日 だ け で な く , 翌日 に も 同じ ピー ク に 現われ て いる こと が わか る 
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Table 1. 
No. Sex*! 
Site*? 
1 A F 
2 gi F 
3 の F 
4 の ド 
5 の F 
6 の F 
7 S F 
8 e F 
9 の F 
10 e F 
11 の P 
12 Su F 
13 の P 
14 の F 
15 $+ F 
16 キー F 
17 の P 
18 の P 
19 Bs F 
20 9 + F 
21 que F 
22 キー F 
23 の P 
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Marking 
Date Time 
Apr.18 13:55 
Apr.18 14:02 
Apr.18 14:24 
Apr.21 13:10 
Apr.2] 13:30 
Apr.22 10:24 
Apr.22 10:45 
Apr.22 11:06 
Apr.22 11:18 
Apr.22 11:21 
Apr.22 11:39 
Apr.24 9:38 
Apr.24 9:52 
Apr.24 10:00 
Apr.24 10:30 
Apr.24 10:35 
Apr.24 10:45 
Apr.24 11:20 
Apr.24 13:16 
Apr.24 14:28 
Apr.25 14:45 
Apr.25 15:00 
May 3 10 : 26 


*19 _: Virgin, 2+: Mated 


*2F : Foot of the hill (northern side of the peak) 
Fs : Foot of the hill (southern side of the peak) 
P: Peak of the hill 


Site*? 


で ママ ママ マロ ロロ マロ ママ マロ ロロ ロロ 
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Results of the present study on adult behaviors of Luehdorfia japonica Leech using 
mark-release-recapture method. 








Recapture 

Date Time 
Apr.22 10:18 
Apr.22 11:12 
Apr.24 13:13 
Apr.24 13:52 
Apr.23 11:50 
Apr.23 13:55 
Apr.22 14:42 
Apr.23 11:55 
Apr.24 11:20 
Apr.25 13:30 
Apr.23 10:30 
Apr.22 14:40 
Apr.23 11:00 
Apr.22 11:45 
Apr.22 12:11 
Apr.24 14:19 
Apr.24 10:00 
Apr.25 13:20 
Apr.25 13:45 
Apr.25 14:15 
Apr.24 13:50 
Apr.24 10:48 
May 3 15:27 
May 3 10: 56 
May 3 11:20 


Behaviors 
etc. 


Territory 


Feeding 


Territory 
Territory 
Territory 


Territory 


Territory 


Mating 


Q4*1 


Territory 
Territory 
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これ ら の 結果 か ら , 雄 は 基本 的 に は 山麓 部 か ら ピ ー ク へ と 向かい , ピー ク に 繰り 返し 現われ る と いう 
行動 パタ ー ン が 認め られ る よう で ある . し か し , すべ て の 雄 が ピー ク へ 向かう の か どう か は 明らか で 
は な い . と ころ で , 4 月 24 日 以降 に 山麓 部 で 捕獲 きれ た 雄 は 個体 番号 6, 14 の み で あり , それ 以外 の 
雄 は 24 日 以降 は すべ て ピー ク で 捕獲 され て いる . 一 方 , 雌 が 最初 に 捕獲 ほれ た の は 4 月 22 日 で ある 
23, 雌 の 捕獲 が 多い の は 24-23 日 で ある . この こと か ら , 雄 は 雌 が 発生 する 頃 に は ほとん ど が ピー ク 
に 現われ て お ぉ おり, 山麓 部 の 発生 地 を 巡回 する 個体 が 少な いこ と を 示し て いる . な お , 雄 の 個体 の 標識 
か ら 再 捕獲 まで の 期間 は 最長 で 3 日 (個体 番号 8) で あっ た. 


2. 雌 の 再 捕獲 結果 
雌 に つい て は 4 個体 の み の 再 捕獲 で あり , 個々 の 行動 パターン に つい て 述べ る . 


a. 個体 番号 7: RAE C4 月 22 日 午前 10 時 45 分 に 山麓 部 の 発生 地 で 捕獲 , 標識 し , その 翌日 の 午 
前 11 時 30 分 に 山麓 部 で 再 捕獲 . さら に 同日 午後 1 時 5? 分 に ピー ク で 再々 捕獲 きれ た が , HE 
尾 の まま で あっ た . 

b. 個体 番号 12: 交尾 済み で 4 月 24 日 午前 9 38 分 に 山麓 部 の 発生 地 で 捕獲 ・ 標 識 し , 同日 午後 2 
時 19 分 に , 山麓 部 で 飛翔 中 を 再 捕獲 され た . 

c. 個体 番号 13: 交尾 済み で 4 月 24 日 午前 10 時 30 分 に 山麓 部 の 発生 地 で 捕獲 ・ 標 識 し , 同日 午後 1 
時 30 分 に 山麓 部 を 飛翔 中 を 再 捕獲 され た . 

d. 個体 番号 21: 未 変 尾 で 山麓 部 の 発生 地 で 4 月 25 日 午後 2 時 45 分 に 捕獲 ・ 標 識 し , 3 月 3 日 , 標識 
し た 場所 と は ピー ク を 隔て て 反対 側 (南側 ) の 山麓 部 で 交尾 済み の 状態 で 再 捕獲 きれ た . この 個 
体 は 標識 か ら 捕 獲 ま で の 期間 が 8 日 間 あ り . その 移動 距離 は 約 1 km で あっ た 
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今回 , 合計 23 個体 (の 15, $8) の マー キン グ が で き , その 結果 か ら み る と , 全体 の 傾向 と し て 以下 
の よう な こと が 言え る . 


1) 雄 は 発生 後 1-2 日 は 発生 し た 場所 付近 で 活動 する . 

2) その 後 雄 は 発生 地 を 離れ ん て ピー ク へ 集まり , 占有 行動 を と る . 
3) 一 了 皇 ピ ー ク へ 来 た 雄 は 同じ ピー ク に 何 度 も 現われ る . 

4) 未 変 尾 の 雌 も 発生 地 を 離れ て ピー ク へ や っ て くる . 

5) 変 尾 済み の 雌 は 発生 地 付近 に 1 日 は 停留 する . 

6) 変 尾 済 み の 雌 は その 後 は も と の 発生 地 を 離れ て 分 散 す る . 


今回 の 調査 で , 変 尾 済み の 雌 の 行動 に つい て は , 北側 山麓 の 発生 地 か ら 山 を 隔て て 約 1 km も 離れ た 
南側 山麓 の 発生 地 で 見 つか っ た (個体 番号 21) こと か ら , 雌 が 産卵 に 好適 な 環境 を 求め て 広い 範囲 に 
分 散 ま する こと が 判明 し た . し か し な が ら , 雄 が どの 程度 分 散 す る の か に つい て は 充分 な デー タ が 得 ら 
れ な か っ た . また 今回 の デー タ か ら は , 一 旦 捕獲 され た 個体 が 次 に 捕獲 きれ る まで どの よう な 行動 を 
と っ て いた か が 不明 で ある . た と えば , 雄 や 未 変 尾 の 雌 は 山麓 部 と ピー ク を 何 度 も 往復 し て いる の か , 
また , 交尾 済み の 雌 は 巡回 し な が ら 同 じ 発生 地 に 何 度 も 現われ て 産卵 場所 を 探し て いる の か , あ るい 
は 一 旦 産卵 を 行っ た 場所 に は 二度と 現われ な い の か , な どの 諸点 で ある . 雄 の 場合 ピーク に は 吸 蜜 
源 が な いこ と か ら 考 える と , 占有 行動 の た め に ピー ク に 滞留 する と いっ て も , 実際 に は 山麓 に 降り て 
栄養 補給 する 時 間 が 必要 な は ず で ある が , 今回 それ は 確認 で き な か っ た . この 点 は 今後 の 調査 課題 で 
52. 


さら に , 標識 され た 後 , 再 捕 獲 を され な か っ た 個体 が どの よう な 行動 を と っ た の か も 興味 深い . 特に, 
成虫 の 分 散 行動 を 議論 する に は さら に 幅広 い 調 査 区 域 と 人 員 配 備 が 必要 に な る . その 一 方 で , マー キ 
ング 調査 を 知ら な い 愛 好 家 に よっ て 採集 きれ た 個体 が ある 可能 性 も 否定 で き な い . 今回 の 調査 期間 は 
平日 が 中 心 に な っ て いた こと も あり , 現地 で は ほとん ど 採 集 者 に 出会わ な か っ た が , 愛好 家 が よく 訪 
れる 場所 で あり , 本 種 の よう な 人 気 種 の 調査 を 行う 場合 は 事前 に 充分 な アナ ウン ス を し て お くく 必要 が 
あろ う . 


成虫 の 生存 期間 に 関し て は , 今回 の 調査 で は 雌 で 最長 8 日 間 の 生存 が 確認 で きた が , 雄 で は 最長 で 3 
日 間 の 生存 し か 確認 で き な か っ た . これ に つい て は 前 述 の よう に 愛好 者 に よる 採集 の 影響 も 否定 で き 
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な い が , 松本 (1994) は ギフ チョ ウ の マー キン グ 調 査 の 結果 か ら 成 由 の 平均 寿命 は 4 日 前 後 。 と 計算 
し て お り , 標識 し て か ら 4 日 目 以降 の 再 捕獲 率 が か な り 低 下す る 可能 性 が ある . た だ し , 長生 き し た 
場合 は 雄 ・ 肉 と も に 20 日 前 後 の 生 存 が 可能 で ある と 述べ られ て お り , 分 散 個体 の 再 捕獲 に も っ と 力 を 
入れ れ ば , さら に 長期 間 の 生存 や 長 距離 の 移動 も 確認 で きる か も し れ な い . 


な お , 今回 の 調査 期間 中 , デー タ に は 示さ な か っ た が , ピー ク に お いて 3 例 の 交尾 を 観察 する こと が 
Ck, その 際 の 観察 結果 の 詳細 は すでに 報告 済み で ある (BK 1997. その うち の 1 例 は ピー ク で 標 
識 さ れ た 雄 (個体 番号 17) と ピー ク に 現われ た 未 交尾 ・ 未 標識 の 此 に よる 交尾 で . この 観察 結果 か ら , 
IE, 雌 が ピー ク に 集まる の は 交尾 を 目的 と し た 行動 で ある こと が 示唆 され る . また , ピー ク に 現われ 
eA OMENS, 他 の 個体 を 追 飛 する 行動 を する こと が 観察 さん て お り (夏秋 , 1999), 雌 個 体 も 積極 
的 に 雄 を 探す 行動 を し て いる こと が 示さ れ た . 一 方 , 山 麓 部 の 発生 地 付近 で の 交尾 行動 は 今回 の 調査 
期間 , お よび これ まで の 当地 に お ける 筆者 ら の 観察 で は 1 例 も 見 られ な か っ た . この 理由 の ひと つと 
UT, 当地 で は 雌 が 発生 する 頃 に その 発生 地 付 近 で 探 雌 行動 を する 雄 は ほとん ど 見 られ ず , 主 に ピー 
ク で 占有 行動 を する 個体 が 多い こと が 挙げ られ る . し た が っ て , 発生 地 付近 で は 雄 と 雌 の 出会う 確率 
が か な り 低 く な る と 推定 され る . この こと か ら , 少な く と も 当地 に お いて は 本 種 の 主 な 変 尾 の 場 は 
ピー ク で ある と 考え る の が 妥当 で ある . この よう に , 生息 地内 の ピー ク を 雌雄 の 出会い の 場 と し た ギ 
フチ ョ ウ の 行動 パタ ー ン は 本 種 の 遺伝 子 保存 の 上 で きわ め て 重要 で ある (BK 1996). この こと は 広 
島 県 の ギフ チョ ウ 生 息 地 に お ける 観察 結 果 か ら も 指摘 きれ て いる (渡辺 , 1998). た だ し 他 の 生息 地 で 
は 雄 が 発生 地 付近 を 従 条 飛 逆 し て 雌 を 探し , そこ で 交尾 が 成立 する こと が 観察 され て お り (渡辺 
1996), 雄 と 雌 が 出会う た め の 成 虫 の 行動 に は 生息 地 に よる 違い が ある 可能 性 も ある . 


と ころ で , 北原 (0996 は マー キン グ 法 に よっ て ヒョウ モン チョ ウ の 成虫 個体 群 に つい て 調査 し , H 
の 分 散 性 の 高き と 雌 の 定着 性 の 高き を 示し た . そし て , ヒョウ モン チョ ウ の 場合 は , 雄 が 生息 地 の 草 
原 を より 広い 範囲 で 飛び 回 る こと に よっ て 雌 を 探索 する の で は な いか と 述べ て いる . 上 蝶 の 種類 や 生息 
環境 に よっ て 成虫 の 行動 に 違い が 生じ る の は 当然 で も る が , ギフ チョ ウ の 場合 も , 発生 地 か ら か な り 
離れ て いる と 思わ れる 谷 筋 で 大 破 し た 雄 が 採集 きれ た こと が あり (EEk, 1985), 本 種 の 雄 も 広い 範囲 
に 分 散 す る 可能 性 が ある . し た が っ て 本 種 の 場合 は 雄 , 雌 共に まず ピー ク に 集まる こと に よっ て 両者 
の 出会う 確率 を 高め , 一 芋 ピ ー ク に 集合 し た 後 は , E 雌 共 に より 広い 範囲 に 分 散 す る こと に よっ て 
他 の 生息 地 と の 相互 変 流 が 行わ ん れ て いる と 考え る こと が で きる . 


この よう な 調査 は , 本 種 の 成虫 が どの よう な 範囲 で 活動 し , 世代 を 繰り 返し て いる か を 調べ る 上 で 重 
要 で ある . 特に , 自然 環境 の 破壊 に よっ て 生息 地 が 狭め ゆら れ た り 孤 立 化 し て いる 地域 で は , 本 種 を 保 
護 す る た め の 方 策 と し て , 食 草 が 豊富 に 存在 する 発生 地 の 保 全 や 吸 守 源 の 多い 場所 の 確保 だ け で は な 
く , 成虫 の 行動 パタ ー ン に 適合 し た 環境 の 総合 的 な 保全 を 考え ね ば な ら な い . その た め に は , REZ 
ば 雄 と 雌 の 出会い の 場 と し て の 「 ピ ー ク 」 の 存在 の 重要 性 や , 成虫 の 移動 ・ 分 散 に 伴う 周辺 生息 地 の 個 
体 辞 と の 相互 交流 に つい て も 視野 に 入れ る 必要 が ある . 今回 の 調査 結果 が 本 種 を 保護 する た め に 役 立 
つ デ ー タ に な れ ば 幸い で ある . そし て , 今後 も この よう な 調査 を 継続 し , 本 種 の 行動 に つい て さら に 
明らか に し て ゆき だ たい. 
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Summary 


Adult behaviors of Luehdorfia japonica Leech were investigated using the mark-release-recapture 
method in Toyono-cho, Osaka Pref., Japan from the middle of April to the beginning of May, 1996. 
The study place is a hilly mountain with normal secondary vegetation (Quercus serrate- acutissima 
coppice), and the chestnut and the Japanese cypress plantations are partially cultivated in its foot (ca 
400m a.s.l) The host plant, Asarum aspera, occurs at the foot, where the butterflies breed (Figs 
1,2). The peak of the hill (530 m a. s. 1.) is mainly covered with Japanese cypress plantation, where, 
although the host plant is not seen, the butterflies fly in sunny places showing territorial behavior 
(Figs 3,4). The linear distance to the peak is nearly 400 m from the breeding place at the foot. A 
total of 15 males and 9 females was captured and marked with a felt-tipped pen at both foot and 
peak of the hill, and 10 males and 4 females were recaptured more than one time as summarized in 
Table 1. As a result, the males seem to have a tendency to move from the emergence site at the foot 
to the peak of the hill and to remain there for territorial behavior. The virgin females also appeared 
at the peak and mated with a patrolling male. These results may indicate that both males and 
females move from their emergence site to the peak for the purpose of mating. As a unique case, 
a mated female was recaptured at the other side of the foot 1 km distant from the marked site 8 days 
after release. This suggests that the mated females disperse from their emergence site to the other 
habitat. 
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